
ヽ

偉如.･府政アyモ yO鴨 過程に_敦て

衣 8 位入荷安境gE拘(魚墳丘)全分野古典 (形)

水 分.始 城 SIO5l AZ903 ye908 T103 ･ChOMgO SOz

t 一 計一〇1.70 4.ll 84.87 6.78′ 9.88 ′0.
℡4 蘇-起 せ 97.i4

火葬蕪 の爆速に･牌:す る研究 (Ⅰ)
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骨 月 日 野

一 '伸 雄 *Ⅱ

燭遠雪賃金駒研究(I) 甥蓮の測定法

火葉瀬b爆塵珊定法には女のものあ5｡(
イ) プーラン･3工の槍速椴を用ふる方鼓M.Bertt)

elot38)は爆速の測定に現在坪逆調定に使はれ!?ゝある装置と同原
理のプーラン汐工捻蓮根を使用せb｡

蕪幹の軸方向の距敦lのこ鮎の第-鮎を爆鹿

波が通過する際電気的に金屋樺が落下し始め第
二鮎を爆亜波が通過する際髄泉的t=第二の

金属棒力滞 下し之が記録集鑑を作動せしめて筋i

･の金属棒上に針 印を紀錬%Ltp｡叉第-,

第=の金島樺を喝象的tこ同時にl落下せしめ

第二印を記錬せLtp｡此の第-,帯二印の距藤よb距姪号を蛙轟するに弊する時

間 l紬

由落下の細 よ相 ,之よb爆速D号を得｡(tZ)-コンデンサー･8

9)の屯塵降下を測定す8,方法第一軸を
爆轟波が通過する際コ./Tl-'yサ-を

故領 し始め第二軒の通過にて故屯を停止せしめ得る

回路を使用し C､をコソ71-./サー容免 最初g)電塵を V.
.残存簡腰をVtとLt蝿抗をR

とせばt=R･Cln-vVtL
Xi托衣日本化轟♯式食

jt厚… 節一一 VoJVt

.はガル

.,I)メーターによお許み得o40)叉

之に類似した方法として第-掛.こて一定背腰

の回路に寵流を通ぜしめ第二掛 こて之を.切威し此
の間中:荷車寵流をガルJt-)メーターにT.珊定LA.の髄報が時間 さに此例するち

とを利用して ほ 泉tpる方
鼓b･5｡.(-) メチガン〆箆111

高速齢 こて泡辞せる円筒上に弟一軒,夢二軒

等を爆轟波が油過する際に電気的に火花を飛ばしめて記録す｡円筒の冠縛速度 と此の火

花の記録せられたる距鮎よbtを得PFrJ'e
derich叫 は髄 的方法に依らJず第一鮎よ

り等路銀を燥あせ.Lめ其の他職に鰻轟が到

達せる時之に廠b円筒上に小孔を生ぜしめ同線 二第二郎を円筒上に記録し之よbiを

求めたb｡(.a) 租縛馬虞港

43)る芸諾 完竺悪 霊諾 慧宗 霊霊芝
三富と円筒の回緒速度よ51を得

｡-'(ホ).ドーHJツシ-法Il)

第-由及轟二掛 二一本の導爆線を連結 し爆帝の通
過t=鮭 b此の爾鳩よb導爆線は爆轟L.始

め此申爆轟沈は導爆線の中央鮎よ9第=匙に

近さ掛 こて相合す｡この相身する瓢 と中央鮎a)距艶dを鈴坂上に妃錬せし朗 lJに導爆線
の爆速を

岡見Lたる他を用ひてdよ5柚 計辞す.

堺上の緒方畠中プーラyジエ捻速軌 ま爆妊
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工 率 火 集 性 合 鼓 堺9魯 好 1攻

寵束的方法たるコンヂyPl一掛 土壌韓容辞

に金属を用ひ得ぎろ布と泌兎の影呼を受 くる
こと大なる璃便Fn=便利TSらF･｡メテガン〆

虫は長棄幹を重し又壕血液面速過後のガスは

イオン化し尾喝座大なる等の烏誤重大なb｡
叉以上の方法は何ttも=鮎間の榛速平均値を

典ふるに過ぎ･t･｡固持罷琵法は燥蕗進行の各

過軽の速度を典-基礎的研究には政も藩昔な
るも多数の質政を迅速に行ふじは通常なら1･
之に反し1(- トr)ツシ-泣叫は共の精度も相

昔高く迅速に多故の蔑曲を行ひ得る卦は他の

方法の匹放し得ざる鹿TSか｡伐て本研究に放

ては ト ト.)ツシ&法を圭角し之ii用ふる導
爆線の燥適は向相島戚法に依 b測定し又基準

としても此の落成法を利用'せb｡

以下特に肥せざる場合は女児の如き傭件に

て ドート1)ツシユ睦に伐り爆速を珊定せるも
のなか｡

喝5TTートリ･Ji･.L'法 ･･-Jh8鹿地3gえ

容器.鍋管内笹 BonTn 外q_40t

nm･&8 360mttl起 爆 八号チ71.

)-ル髄 雷管体操染 テ u -ル,馳 細 蹄 皮

1.4g/ cl･18熊丑 60g回拷為

展掛 よ臨6に示す如き生血を使用せD.(2

).卑牡火脚 の煽速 -1.従来の研究(イ)
泉城密度と繰延火葬薪の装填密度 と榛速に押

する断片的の焚故は古 くよ5行はれた か｡

･nふ 桝 離 液 r･成 る粛 亜 ･?PJÅ IM.1krthelotll)は抽襲,硝化渡臥 ニト

T3て
･/ニットを柾･tの金展性管I=装填 し装填密度を

柾々に鍵此せしめて井の爆速を測定せり又,液体エトp

〆t)セリン等の操速を測定せb｡駒定緒掛 ま相常備盤

大なるも氏は之を一株の円在の琴杜を得 られぎろこと,

容韓が操典完了鰍:押 蟻
される3tこ静 した少｡F.X ASt17)は ピタyL,敬

, 日)エトロトルオール等の袋墳密度と爆速 との関係

を測定せb｡J.F.Roth叫 は長さ

約 3cmの塩草幹に封し氏の爆速計を用ひ四碑酸

ペソクエTJt･I)ツF'ビクリ.ン軌 テト.) -〟,I.

リ与71TlトルオーJL･,姐軽索放メチJL･7ミー/,

衝表.盤此鉛の捗迫を網走せり｡W.Fn'eden'ch-9)はきい2ぺ-/タ串爆線を

･用ひTTTト9ツ9･ユ法に依



Ill エ 弗 火 薬 協 食 性 か9魯 弟1畿

る場合の静耳等の爆速を網走し寄せの憩庇辞
くなれば爆塊の低1:す ることを密漁し,之は

､億轟に封する抵抗小とTSか共の薦轍轟が十分

先金に実現せず典の烏偵速は低下すと萄へた
b｡

Jlンクラスナット(0…,+yl0一)を種々0

厚さのガラス管内にて軸 せしめ井の燦速を
ー凍めたる鎗児女の如 し｡

qクス管内担 厚 手 他 生
mn nm ' tB/See
3 4/5 948℡●

3 9.0 . 9191
g 'ー 1.0 1890

W.FrJ'eden'ch87)は 11リ占 TIP トルオー

Aの蟻速は容韓TSき苛合lこ此し亀 執 ガラ

ス等の容粋あるg合は一様に大なることを箕
二玲せり｡

M.A PAri80LBB)は円尾6.9-7mmのガ

ラス管o併さを袋化し-キリーグンの装填密

度 0.9g/cn8に放ける頒速を測定し夷の文政

鈷典を得た5｡

ダラス野原mm 爆沈 mJsec
O.3 48軸

0.7 6060
0.9 4990
1.0 '4940

~以上火棚 の樽速に閉する種木の重なる箕

,B研究の触 を述べたるも之を次の如く銀括
考察し称｡ヽ

染野密度 と樺鹿

M.Zkrdldot,】乱EaBt.W.Friederich.
i a Carlの箕飴緒巣は単体火弟頬は装填
密度増加に堆ひ椿速は増加することを示す｡･

此 A PAriBOtの鋼知 者典は蜘 密度一触

あ開拓曲掛 二は魅大使が一価又は=佃あか橿

小位が一個ある串を示せるも氏の網走は主と

して筏めて低額皮の決を範囲にて行はれるも

のにして井の鈷射 二は兵問あか文責用上正賓

なる典坊津度 1.1-1.6附鑑の沸定には非礼

るを且て余 D玉串性なし｡従て日下の鹿種木

の研先に依れば糾 せ鹿骨加に従ひ爆沈は蜂

直塊的に坤加するものと考･iらる｡必 し牡木

の研究は兼だ十分系統的茸掛 =非や｡即ち殆
●■

匡二㌧

ど基軸燦哉熱大なる祐珪皮火熊朝tこ付で行は

tt榛焚熟が席次に低下し低桂皮火葬掛 二重 か一

文に爆竜也を失ふに量る一系列に封 して上記

の庶政的開係が成立する.や香やは実験されて

虐 らゃ,釦も装填帝度と伽 の直線的路床が

火中全部に封 して成立するや香や又は其の成

立する範囲如何等の問題は丑験され居 E,ざる

をBlで火郷 の箕用上の資料とするにも満足

すべきものTSらLl･野に火桑頬の蜂轟の横枠,

爆速式の基礎的稔肘を為すには堆森の賃金に

ては不十分な5と官はざるべからす･｡

, 伐て準着は爆丑熟珪砂で大なる火年額よb
塀吹輝凌熟の小なる火葬塀の一系列に封 し#'

域糖度と鮎 との蛸係を実測 し途lこ榛轟杜5'
る唯臥 こ痘井の研究を及ぼし之に伐て火葬類

燥轟の蚊樽を考察するに必串なる基礎資料を

柑且簡単にして蛮骨と私めらるる箕用的爆逮
式を導き之を用DLで多成分系火葬頚の樺速式

を求め火重病の算用計立上の基礎資料を得ん

とせ5｡
串現 と偵速

A.Rling,D.Floren血1,iV.Chrkの
兜胎に依れば発泡は甚だ低 くとも常温なかと

も火年期の燥速殆んと鍵他なしd
'C,B.Ghwthropの箕曲に伐れば碑酸7ンモ

γは観 の上昇に便り轍速を著 しく槍加す｡

之等従来の研究も未だ十分系帝的ならす葬
泡の轍速に封する一般的関係を明にするには

不十分なるを以で革者は熔亜熟由砂で大なる

火野籾,燦亜勲,かなる火瑞に射 し葬泡と煤速
との朋熊を箕鼓せb｡

蓉捗わ敷皮と爆噂

比 】おrthelotの文政,W.Friederichの
トgJEiトt･T･ルオー7t･lこ牌する苛政に依れば

榊 の熟度の相加に従ひ.銀塊は増加するも

ALA,mrJbOtのへキリーグ./に紬する骨

幹に依れば軸 は.3W の強度に殆ど関係せず･

従弗の研究は何れも押野的なるを以てこ般的
の書如陀 確立す引こは不十分なb｡筆者は増
菅熟の周東に汝少する火葬朝に付系鼓的に此
の鵬 を耳金せ少｡

え虫境地 と爆並 .

使用せる火薬の主宰性好は毅Sに示せる如
し｡
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エ 弗 太 秦 協 骨 藍 簸 9巷 辞 1披

る寄合の始発等の爆速を網走し容辞の強度酵

しくなれば爆速の任1:す ることを質験し,之は

､傾卦 こ封する社坑小となり共の角燥轟が十分

先金に実現せず弗の名機塊は低下すと考十た
5.
バンクラスチット(CSI+h'90-)を軽々の

厚さのガヲス管内に.て傾轟せしめ弗の爆速を
求めたる籍集束の如 し｡

ガラス管内担 厚 さ 軽 蓮
JnZn tntn m/see
3 4.巧 2482▲
3 9.0 2191
3 ~ 1.0 1890

W.Frieder)'ch57)は トリ占 い'トルオー

ルの燥速は容辞TSき場合に此し銅,鋭.ガラ

ス等の容辞ある場合は一棟に大fsることを安
食せり｡

M.A.PAri80L叫 は内在6.9～7mmのガ

ラス管o厚さを貸地Lへキソーゲγの装填密

度0･9gJcn3に於ける爆速を鯛宅しまの安食
籍黒を得た5｡

ガ ラス管揮nm 埠速 nlsec
O.3 48馳

0.7 6060
0.9 4990
.I.0 ●4040

ー以上火薬類の蟻速に隣する従弗の主なる資

√飴研究の結果を述べたるも之を次の如く組括
考察 し樽｡＼

弼 琴密度 と爆由

M.ぬ 血dot,】乱 Ed.W.Friederich.
i a b lの文金鋳掛 よ単体火薬類は装填

密度増加に従ひ魁 は坤加することを示す｡･

M･A PzLriBOtの鋼廠 塊 は装餌や正一爆速

あ甜拓曲線には凝大使が一価又は二価あわ軽

小値が一価ある串を示せるも氏の珊定は主と

して瞳めで偉*度の放き範囲にて行はれるも

のにして井の結果lこは共闘あか又食用上重要

なる装嘆砕度 1.1-1.6附妃の測定には非礼

るを以て余 ?韮畢性なし｡従て目下の虎碓氷

の研究に依れば装将*庇玲加に従ひ樺連は蜂

直扱的に相加するもの と考へらる｡必 し牲木

の研究は兼だ十分系統的資金に非や｡抄も殆●■

.9 一

ど基部耀牽熱大TEる高濃度火薬,掛こ付で行は
れ接穂熟が個次lこ低下し低経度火薬類に至 妙一

文に擁護世々失ムに至る一系列に封 して上妃

の直線的関係が成立する.や否やは茸験されて

居らず,BPも袋堺癖庇と燥速の直線的開床が

火薬全部に封 して成立するや香や叉は井 の成

立する範囲如何噂の問題は実験され居･(,ざる
を似て火葬籾の食用上の章料 とするにも満足

すべきものならす掛 こ火葬頬の爆良の機構,

爆速式の基礎的稔肘を薦すには礎泰 の耳金に

ては不十分な5と官はざるべから1･｡

, 伐て争者は燦哉熟筏めで大なる火室観より
腰衣爆魯魚の小なる火薬類の一系列に封 LA'

墳中皮と燥速との組係を宜潤 し達に燥轟牡ざ

る範臥 こ姦井の研究を及ぼしまlこ位で火葬薪

燥轟の機構を帝轟するに必醇なる基礎費料を

得且簡取lこして蛮骨と隈めらるる軍用的耀迎
式を導き之を用ひて多成分系火薬類の燦速式

を求め火葬柄の箕朋 十丑上の基礎資料を得ん
とせ5｡

串過と蟻速

A Eお喝,D.FloretI血,L.V.Chrkの

箕助に依れば葬泡は甚だ低 くとも常鑑TS抄と

も火葬頬の棒慈殆んと安他なし6

'C.B.GAwthropの箕助に俵叫搬 アンモ

3/は熊鑑の上昇に俵か輝速を著 しく相加す｡

之等従木の研究も未だ十分系乾的ならす葬
現の燥速に封する一般的隅係を明にするには

不十分なるを以て学者は爆襲熟睡砂で大TSる

火室軌 棒電熱,!tなる火葬に野 し秦温と球速
との純銀を宋段せ り｡

蓉辞b温度と爆琴

ALBerdlelotの箕段,W.Friederichの

トリ占い,tルオールに脚する普段に依れば

容捗の温度の増加tこ礎ひ.燥速は相加するも

Af.A,PAriBOtの-車tJ-ゲγに 紺する甘

験に依れば椿速は摩韓の弘虎に持ど開床せず

准木の研究は何れ も折井.Bgなるを以で一般的
の盛朋を確立するには不十分なb｡●筆者は耀

萄熱の傾次に汝少する火薬執 こ伸葬鹿的t=此
の純銀を実飴せ少｡

且 装填中東 と爆速 .

使用せる火蕪の主事性質はま 3に示せる如

し｡

l
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%} 1.67 760 26 6477 チエ トt7 189.0 69_92 1.51S 83 99 654tA'1
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(5.38xlO.)○ 91五TiJF, 168:0 81.38 1.646 印 714.べyy-ル ～81.98

2ヽ4 (F.=8×1..)10 ヂa トt7 184.1 104ー68 1.646 一旬98 93 713?JL′ - JtI･

(&4} 109.6 (p己lx1..),ll ヂattI 918.0 105 1.494 〇一β′ 22 SS3 -ナ 7g yy
(4=e81王3) ～142 辛1.86 (.p芸lx...)

19 舟世 故 牡寮(ZTz=8.68JF) 1.65 900 ●●
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.= 典 火 森 脇 甘 馳 辞 9番 序 1錬

れ警 警 モ警 諾 器 慧 孟mL芸監 孟 D-一嘉 (A･a)
｢糎葬特徴政の計弥叫｣に伐る｡ 定常燥轟波の成立せる都は四柵酸ぺyクエ

zL弟Ⅰ型o火菟頬 ＼ .pH ツ t, テ ttg- I,, ギク .)ン配 り

箕助成横は衣 4tこ示す如し,ePも爆速と盤 古トpト̂ ,オールにつき鳥Bt法に依 り確めた
墳密度は直鞍的瓢掛 ころ bo･ 5｡

次式o轡 計昇任をほ 41こ示せb｡

表 4 好Ⅰ 塾 の 火 葬 封 の 煤 並 羽 安 値 ( )内は典弘

四 チ tt T. ど 蹄 ヂヽ チ f

!戸 チ 舟･世iL舟サ酸 Igタg tpJLI王■ クTg 敬
秤 I I 一一 I ZlI 鯵t Jtll

y . オー lJy 輪 F7 t7 I tI ー 称pyl■ .JL,U 駿 T b/レ モ 取y 霜 *TlJL, yアI- yJ<ーy ノブーI gナ97
iグダI 27..1○.○∬)ル' 一レ ■

′ ノレ ン くF.P.88JF牧場東庶g/Fm8 他姓n/SeCr

(OC)0.8

47604!諾)(1の 37盟08S認)(ll)0.9 8370(28)3'360(28

1.0 SS10 与7406320(35ノ6190(85)49nE16.6)6130(gD 4380 54204040 3800 40304490
3760 60_品(a ) (16) (2 1 (ll)(16) (20 (翠)､(19)･(26) (10)6650. 4細0 8960 8770 8890 4550 4460
8460.(1℡)(巧.占う (9! LB)｣迎

(90 (望2) (20) (25)1.1
% oj 4690 4480 4.BO 4620 4840 4000(91 (16)

(20 -(99 I(19 (994670 4870 4120 4600 4780 4130

(91 ('JO (20) (22) (19 (22)I/9 67▲0 6W 6
870 8830 5490 6160. 4760 4690 5080 5090 4340 4760.

(lS) (15)(16(20(90) (16)
(90) (20 {22 (19) ('J2>4660 (10)813066盟0 8870 6820 664063Z60 8440 4880 4880 6080 4990

OS)(14.6) (1g (20) (20 (13) (20) (20) (99) (2台 ･(軸

(ll)I.3 6890 6'町0 5出0 8360 5 4 90(90 (520) ¢0 (99) ( 盛 (26 (○)6700 6170 6490

8410 6 5 60 4740(90) (20) (到) (虫1) (90) '(98)-1.4 7

410 7900 6870 6370 60006860. 8430 68
80 6820 6720 4470 630I(16) (15)(16

.8 (91) (90) 7鵠 ) (18)(18) (幻.) (91) (98) (0)7480 7110 8670
6980 8040 6880古760 Z;880 5910 4880 68Zi0(18) (14) (17 pl) (90) (18) (18(18) (Bl)
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以上の火琴朝に於では生塀密度 と横準の直
哉的隅俵が成立するを以て之等の火室頬を第

Ⅰ畢としで分額 し埠の開床の成立せざる以下
の火草餅を第H型として分類才｡

b.帝Ⅲ垂の火葬頼

1. 柵酸〆1占ヂ･/

究鞄緒射 ま固7に示す如 し｡由も燥速Dは

鼓塀密度の増加に従ひ△-1.0迄は増加する
も弗れ以上となればDは反で汝少し

A-.1･3以上に於では燥曲せず｡
乞 過塩素酸アンモン

安験緒典は衣5田 8に示す如 し｡即ち爆速

は袋塀密度に封し歯大俵を有 し△=1.6以上

に於では燦鹿せす｡

1乱 1. j絹 亀 沖 も+･Y ､.

●■■一●

.〟3古SO 3070 〟
､ク .1.2l3500

SO //●〃 3740 3870

望7 伯埠墳 140g･1

.3 38 28 ク 80g// 岳840 3900 8Zl // 18

.5gI.4 391_0 97

ク 140g// .3890 385l 〟 //
69gI.5 3650

9 ク00g〟 3840 〟 ク

ク1.6 不倦

〟 // //1.7 不悠 ､ク

// /Vl'〇 日蛮声砲塔素敵アンモ-

/喪耶皮gcnBmB/紙㌍ 覇由cm 氾 辞I.08910-■｢ー8980 30

骨格典ナシ.Q8.1¢0 〟樽爆薬チー9-〟(1讃0!L48g/
cmB)1.138ゴ0860097同上60岳 過塩素酸

アン中ソの如き′職 熱中T3る火車事跡ま
先にⅠⅠ3の現胎的考察に於て述べ1

:る如 く純然たる燥曲り成立時甲姓にして

,むしろ低地的佐野が馨し｡従で具して上記0-

実験に於で定常燦轟波が成立し居る

や否やは灰問な 50 位で高速度回鞄幕E掛 こ依

5井の状況を安部せ5｡此の軌 ま或る距融の平均偵塊を示す .L'-ft

リツケ-畠

にTは碕tpる々得や｡本体耀蕪の起爆租よ

か･30mm■毎に甚97か各店朋の糎速を剖定

せるに英の捨異国9Aの如し○部定陳件

I言霊等 チ トg-ル608線敬啓

庇 1･48g/血 8生葉酸7./モ./ 敦堺電庶 1･10L/Cn9

8内径30mm 外在42mm 銅管長330mm■
上記o結果より見るt=略述は



18 エ弗火農 協 曾 生井9魯薪1鮭

▲

一Fl●巴コ(5-10)の平均像速を求ひれば,

3575m/8e3TSbe卦 =長き葵執

こ射し起爆喝よ9090血m以後100trLm毎に

慣勿b各砿間の耀法学部定せ声lこ井

の触 固9bの如し｡測定煉件舟植毛 チT･y-JL･60g放牧帝政1･

48gI甲 8過払粟戟ア･/モy
故助辞庇1･dog/cmn昏指 内

在3Dzzm 外在 叫mm飼管長1号5

0m血上記の結果よ少見るに憩爆喝

より嬉ぎかるに徒ひ爆速は相常減衰 し達

に起爆喝よ.5790mm 以上の葵幹は
伽 せす｡此の場合も明かに竜骨耀

轟波は成立し居 らす｡前妃の苛政に

於では十分張力なる俺様串を用ひ容

書も戦き.ものなるを以て上紀の箕姶緒

苑より単体過塩素敢T1/守./は耀鶴し格ざるものと官ふな絡べし｡ⅠⅠ
の3に述べたる理飴

的考鼻に伐れば井の原

因は癖 醜 小T3る薦壌苛生成ガス分子の遊動エネルギーが未分解

居を蒔速に潮 封ヒせLtpるt=十
分TS~ らざることL'=依る｡之にアルミzlサ

ム砂の如き南蛮熱件を加-生成ガス 一S･,-ち ∫

仔爆薬'チウール60g容 昂 内筏 30mm
外在 4!JZIm銅管 t上記

の緒果よb考:jtるl=此〇番合は燦諏和犬

にして定常爆轟波の成立せるを鬼る｡3.

柵酸7･/モ./柵酸Tyヰγも英の爆褒熱の小

なる鮎よ5考
-て過塩素酸7-/守y

と類似の性質を示すべ し｡.井の装填中皮

を貸地し71-トgツシ-汝に依り平均嘩並を
求めたる鈷舟 王国 10に示す如 し｡ePもDと

dO帥俵は過塩素酸Tyモ-/tこ類瓜固 1.噂良友吸Tyモ

ン分子中()過剰酸素と反感せ

しめ榛焚 溢熱を大たらしtpれば蔚紀のエネルギ
･i一押掛 よ改良k.らrl定常髄 液o鹿 2,.D

3fを見るべき事糠想甘らる｡伐て過

塩素酸アンモ



日野 =火車載の痔注pE田する研究 (Ⅱ) ･
＼

衣 ･ 6

薬唖 過渡乗取アン モ y80%+アか 育三Zゥム扮 20%

莞Pc評 郎 慨･80mm ~90 120 180 180 210 -3

40 9701.oho 管 8520 3460 3古1lo 8550

3460 3470 34801.ll) 35豆0 3750' 370b 8700

8600 3610 3500 8(;101.坤 8S'10 4050

3760 87台0 3890 3730 8900 38901.30 4400400043104180
4080438039304270

....._
-_.t.

.ll.｣

__t
､-

▲rJOOD 感 Ib･. 硝酸 7y色y I

1T没収帝壕 爆 超ー 同平均 温度 兄 事ど/CTn丑 n/see m/SeC
○(∋1.台 3040 3040 23 侍爆萌チト

I)-″印g′ 〃 .3030

9望 //〟 30

50I 23 〟上記の箕

姶結果よも見るにアルミ三ウA掛を加-爆蚤熟

を大ならし砂J=る碁合には定常燥轟波

が成立せるを見る｡以_tの如 く柵酸〆

ア与ヂン,過塩素酸7-/モン,胡散Tyモンは井の燥蓉
熱小な

る葛何れ も単体としては定常爆轟波を成立せLむ
るに至らす｡即ち之等第ⅠⅠ型の火串類

は其れ自身にて昧軸 性を有せ･A.㌔ - A

k , AL9以上の賛助籍見よ5考ふるに

碑酸アy･モ･/は殆ど触 なきものと見るペ

く英の理由は琴塩素酸アンモ-/に於けi.と同様な5｡
攻に

之にアルミニウム粉を加-たるものヽ耀速襲化を高速妊回

樽島尾掛 こ俄b最大の位置に於tT測 定せb｡各国

間は距離601nT)ITLb｡糞 7 椅 敢 7･yモ y90%+アル号三 サム紛

10'%pj匿 薩 zzlm 190 180 140◆

途盈 JnI占ec3140291203180平均.q$0

i 雨竜催伸

.偉樽典 チIサール6

8g容 措 '内在 80叩 外在'僻mn 銅管

王邑 盤 270CIll-tlJ,ツ
シ&染I=依る2-5間の平均爆藩は蛮8の如しq す｡

･?. 草姐と捷速耀覆熱板めて大T
Sる四碑酸ペンクエlJHlツト サ ト7)-ル

及蝶番熟睡めて小TSる歯堤葉酸7-/モ-/の弊

浪々 150Cよ5750()に変化し錘速

を羽毛せる感触娃衣9に示す如し｡即ち何A

tも此の温度取掛 こ於では燥速に鍵化TSL｡之は燥速は先に現続的-*寮に

於て静 じたる如 く本質的には燥轟生成ガ

ス醜速等の力拳的性矧 こ依 り頼本的に定り蝶

轟は力率的現象にして化歩度臆及共の迎皮は

二次的の朋係を有するに過ぎぎゃ璃なり｡願 熱の
中位な争ヂニト= ルオールは溶触鮎任を烏保

温中r部鯨赦し上記試料と同Tの温度範囲忙殺ける

壕速の珊定時行ひ得ぎbLも 150C-よ5

500Cの取囲に於て測定せる結果に依れば輝速

の襲化なし｡又過塩素酸7-/妄ンは定常榛血

液の成立し居らざるものTJ:るを以て井の犠掛 ま井の畔の火葬頬の壌速 と
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温度を言及十度に上昇せLtrれぼ GAW血r叩 昔埼加するものと考へらる.

が柵安に押し箕潤せる如 く見掛けの爆速は相
●

蛮 9 萌 弘 と 倍 速

轟 織

四荷政一yタ
五yI･サツI

ナ ナ 9- JL･

亀浪 幕政 7･ンモ y

牡戦功庇gfcm a. ■一 港 . 血n)/9cc･150'C 85○C '60○C 65OC

78○C1.0 ●6810 6100 8880

8880 5990〟 LL.536e 5980

6080 与570 5930♂ 5690

古710- 8770 bS80 甲OO〟 6650 5790 6830 6890 6860

1.3 3520 3470 3880l3890

-3570// 3如o 3810 86330 3830

$61104･ 容辞の強度 と偵趨ヽ 棲丞熱
の虐めて大なる四柵敢ペンタェリ.･rI 9ツ ト及慣攻鰻重熱の

′トなる火串塀の爆速と容替D強度の鞠俵を網走せる&･-
県は変10に示す如 し｡

糞 10桑 概笹現有庇 爆 盈

g/ctnZ)銅 管 統 冊円椅政一yタZLpI.9.Jト1.06310 8880テ●tl}-〟//6690 6650碑敢絶継親(N-10.9696)∫/V即

は0 4台30tl)itt)↑ル'オール〟
別l30 4570三戸占ト甘フェノール//4450 不先棒府政昏絡第一,(N-8.86X)〟 4350 不

克港過せ来世Tyモy〟35'10

不軍港銅管 内転 30

Jnn 長 360mm 原 8nn耗滞 日ポール耗

10オyス 錠衷カ14･3kg伸長 1

.8mm 厚 0･6zZLXn6. 火串類の死

屈に隅する考蕪 .以上嘘べたる茸姶緒泉l二位b先に

ⅠⅠ.(1)t=放て考察せる如く恥体火

葬封の爆沈は装填中皮の埠知に従ひ絡直線的

tこ相加する串を曝め得た 少｡叉II.(1)
3に於で.*察せる如 く此の直珠的押係の成立せざ

る場合は鰻嶺熟睡砂て小なる沓合にして此の場

合旺級式の成立せざるは親族たる熔曲が成立し得ざる食TL'る gFを推除せるも井の推給

は HI･(2)2･ の弟Ⅱ盟の火宅額の

蟻並測定に俵 b碓められT:h BPも直線

式が成立せずして或る虫墳密度以上に於 で外見

上暢達が波小 し達に不蟻に重る現数釦も碇

水死歴と解せられたる現象は単体にては定常燥鹿波の成立

し絡ざるが如き棲電熱小TIる火串Rに於て生

する外見上り現東にしていや しくも定常髄 液

の成立 し得る火薬頬lこ放ては袋堺騎虎と蝶

速の直線的捲係が成立す｡即ち死塵の現奴を

示す第ⅠⅠ壁の火葬軌 ま鉄塊叉は熔旅し得 るも燥鼓

し得ざるものにして従木ゐ蟻迎測定他姓減衰

梯膝速度の蚊距髄に於ける平均値lこして第

Ⅰ･型火葬類の爆速とは井の本好を鍬 こするも

のTSb｡此の死歴に関しては従棚 改b

少,共の主TSるもの女の如し｡伺画家を屈伸

する時は軒火に俵b耀鼓せざるI=革b之を
種木死匹と解せるも之は戦力なる逸機作用を輿ふれは向棲卑 し得 るも

の脚にして本研究に於では弟II塾の火事額の如 く耗鼓坊
中皮に放て十分なる篭耀作用を輿ふるも本件

火難幹の鳩速が低下し達に偵点せざる現象を死

虻と走辞す｡ィ.C.HirlinO

l)氏に依れば火葬朝の偵速は装城中皮に依 り硬化せざる

も爆波に封する物理的抵銃が或る故坊密度に於

て塩/ト値を有する名蟻速は袈塀帝



F野 :火蕪軌の倍速rLmする研究 (JI-)

伸 長塵が世塵のT'L=等温卿 こ生じ得るや

香や0問題l羊FernBtの定層を用ひて虐大仕
卒を計算すれば席次さる｡之に反し或る火葬

軌が轍曲し仲冬や否やはエ･/IT'ビーの琴他 S
の計井に上D定まる.此の計琴を行ふに旺火
葬句 (魔力Pl.温まTl.容鏡vl)を可逝的に

操典生成ガス (PI･･T'･t･!)'に襲化せLtp｡
此p過程は女の三段l二分たる｡ .

1℡

妨1 時脱的且辞歴下に於ける化串的

や他

罪2 容蹄叫に至る迄ゐ時迫的歴締

第3 時容掛 こ放てTlよ'OT,に至る

道中加熱

第 1及第3に於ける王./いZ'tf一撃他姓火

異類の洪坊津庇に殆ど路床せす｡之に反し

好2段に於で･.i-I:::pdpの- が那 れ
之 と同時の勲が外部に放出さる..

従って第2段lこ於では泉の如き= -/い7ビ
ーの仇失あ5｡･

初 :k p-R/pP:(i+kekp)dp

-A(.n莞･+ekp2-eL'pD)
礎て餌2噂に放けるェyl.7ビーの損失は

偵轟生成ガス中皮 p暮の増加i=従で緒政由敬

的i言放均す｡此の結果火葬類の汲墳密生均加

tこ従ひ熔轟に伸ふエ-/I.,ピー均加 ま減少し

現く屈押せる火環朝は藩に爆姦し得ざるに董
る｡

氏の)妊以上の考察を再び夷の如 く解放せ

り｡火萌塀の1gに放ての容壊 Uを抵軸にとb

各の炊飯に放ける千･/い ど-を定跡 こ取れ
ば容銃とエンドt'ビーの排除は国11の如 くな

る｡但し7･Sは燥轟直後の容輯 t･{は叔高速鑑

の熱俄に封する伍にLT t･lは元の火室頬の

伍TIb ｡盲IGは等容に放て外部 との熱交換な
しに化嚇反感が生じたる時のエンい1ビー槍

加なり olもJ及 1･･/K はそれぞれ爆轟及軌椀

に触ふエソトヽ tf.-変化なか｡

今 vlO が此牧的小なる時は r'Jカモ負とな
b得｡従で榛曲は熟力率的に生 じ得ざるも放

俊はなり得｡燦轟波面に於て化畢辞化が生ぜ

ざる時は耀敬波は逸常の音波に朝化しJ;G.

E Ill,r{は 1･lと一号 しェyH,ビー馴 巳

は出払IIにて衣はされ t,1抹井の苧曲掛 こし

て曲線Hは V軸に勿す｡ePも塵粒波はエソ
トT･ビー埼加を伸ふ.



90 エ #'火炎 協 曾 飴 鱒.9魯 妨 1サ

はtTしろ糞塀中皮の相加に従か起偵し耗くな
ることを政明せんとせるものTSb ｡

R.Be3kerの放血極めて興味ある政にして

聴衆の死髄g)解放中農も注向すべき理鎗TS5

る笑*L;謂 詣 芸諾 雲讐 誓諾 芝篭

めて蟻曲t,胎 ま.ぎiに重るものと補給せるも
のなるも,先に辞書が第II型の火卿 i=.脚す

る文翰及考察に放て明i=L声 る如 く死姫の現
象時元爽定常的煤舟をTsL絡ざる蜂敬熱中Lil

る火葬堺に於で生やる現象な 5｡即ち元木爆
鳴L得る火鋤 には確度の現象なく元来定常

軸 旋を生 じ得や燥放し得るのみなる大樹

に放てのみ死塵の現象あ とことは奉書の研究

.に依 r)はじめて明に13bたるもめにして従解

り甜研究甜鹿は死産をあらtPる爆室井劫の一
腰的現象Tsらんとして稚静.したる所に井の鉄
郎を有するものなb｡

飼従雅単体爆勢は袋堺密度増加に従ひ棲速

相加するも張合爆薬は必ら1･して煙速も捗大

#.あかと酪tpる放ありq･'･L之は張合棲好わ主
体たる火葬勅が先に述べたる帯II型に届する

名にして文節-I型の火蕪類 と不活性物質の混

食 より成る火轍 に於でも爆轟波面に於で利

用さるべき畑盈熱海めて′トなる時は弟ⅠⅠ型に
恩する性質を示す鳥TSら｡

混合煤紫に於ても上記のこ催件の何れに･も

屈せざる時は煙速は袋嘆密度始加に牲ひ時直

線的L=相加するは次の lII･.(3)2･lこ放け
る隼者の実験に供か明かTS少｡

･発に Ìl.(1)3に於て度畠的に考察し叉

ⅠⅠⅠに於で兜助的に明にせる如 く火蓮所の死

運は煙急熱′トTSる第ⅠⅠ型の火轍 に於て生や

る現象にして井の傾国は爆轟生成ガス温度低

く末分解犀t･迅速に活性化LJ.得ぎa.烏螺義政
融 こ於で逝放 し利用さるべき熱量が耀鼓舞の

一部に過ぎず徒で更に次の未分解暦の括性化

及分解が不尭念とな5かくして嬢鹿波は減衰

約 とT3る酔 こあ J) ｡かく考ふれば同位の現象

は風体煤卦 ±於でも生じ紺べきもOTSb｡増

額性範体混合物は均一系を形成し井の成分の

胴鰍 こ依 り螺点温度を油常に牽化 し滑 ｡

R.Wendl仙dtめ は1東屋の永素一基束の

混合物に於てH,が 19.6%,18.8% 及 17.6

%D歩合井の嘩速と･して 1620m/ee:I 1480
m/see,1050Jtl/SeCを茸溺LE2が或%以下
とTSれば熔鹿波は定常的とならす政要約とTE

5更に 払 ガを波少すれば,かま重爆盤上b若

干進行せる後弔え後は屋縮汝のみ過行 し,化

串垂酎ヒは生ぜぎろ布を箕験せ b o.之等の現象
の原田は先t=考察せる火鞠 の死畦と同様TE

bo (軽く)

･ 文 政
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Ⅰ･相場法による菅火待時間の測定

.1)ー亜紀及び方法

車浜は定温庇の珊鳩L=試料を没入 し蓉火に

:至る時間を測る簡単な櫛鳩法で電紬 加熱桐

のものと直列につTSt̂だ三クtZA線を基東進

入管内に挿入し加熱室束を逸る.紫電封は直･

凄甜嶋底に凍萌せし砂少丑 (叫 nlg)a)拭料

を投入して瀬火叉は硬火する!こ至る時廟を桝
る○

.基戴光速は140cc/rnin一定三岡一 組掛 こ

て故国の測定し平均値をとり萄欠時間丁汲庶
曲線を作る｡珊鳩は壬ツケル梨,容畳45cc,
笹 39mm.一回毎によく好漁する｡

2) 賛助籍共

訳料は前根と同一のものを使用した,帝位

栄,抽皆,異色水盤及び木瀞の各粒定のもの

七裁て賛火時間一浪髭曲線を東めたが,こゝ

には曲線は省略 し給典のみを襲約する｡

一票 悪 筆主監 諾 嘩 些辻

強耗

呼ぶ串とする｡

(I)活性崇油煙の葡火時間一泡妊曲線は非

常に急勾配であり不敬火域と時間寧火鉢との
間隔が短い｡即ち約 560oC以下では長 く改定

･Lでも焼鰍 ま敬葡的で可硯光線を萄する放免
と旺TIらぬ｡

(2)発色未決では曲線の勾配が掛 ､･tなる

､が先限 5上現と同じく31090以下では聾火に

至 らぬ｡粒度の形好が塵由秤丑法による歩合

に放 し良く現はれており細粒のもの軽費火時

間が如 ､｡p_し瞬間費火馳 よ犬養な小 ｡

(3)褐色木表 と凍鈴はこの方浜でも良く似

I:結果を示 し黒色未来,活性米とは様相が畢 て
る｡即ち萄 火時間がうん t.伸びて非為が之は

有機物の分解が最初起 り女筋に駄科が鮒 とし
て衣画像俵を行ふに真る迄を蓉火時間として `

測定 した鳥である｡或る池兜以上にTSると分

解ガスに鮎火して守鳩軟塊を行ふ｡この雨着

旺典る環象であるので曲線には折井が生 じで

葬る｡ く凝滞ガス賛火就除参照)




